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アンケートご回答にあたってのお願い 
 

１．回答にあたっては、お手持ちのスマートフォンやタブレット端末等により Web でもご

回答いただけます。設問は同一ですので本用紙または Web どちらか一方にてご回答く

ださい。 

２．Web でご回答される方へ 

Web でご回答される場合は、以下の二次元コードまたはＵＲＬからアンケートページ

にアクセスいただき、令和７年８月２０日（水）までにご回答ください。 

Web 回答にかかる通信料等はご負担をお願いします。 

３．郵送でご回答される方へ 

回答は、○を囲むもの、数値を記入するもの、自由回答として直接記入するものがあり

ます。 

回答後は、同封の返信用封筒に回答用紙を入れ、令和７年８月２０日（水）までに

郵便ポストに投函してください。その際、切手は不要です。 

４．本アンケートの回答及び集計結果は、本調査の目的以外に使用することはありません。 

５．無記名式のアンケートのため、個人が特定されることはありません。また、Web 回答

の場合も、端末情報は収集しませんので個人は特定されません。 
 

   Web 回答はこちら 

（回答にあたり端末情報は収集いたしません） 

 

URL： 

https://logoform.jp/form/Y4gR/1093849 

アンケート設問は裏面から始まります。 

二次元コード： 
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【基本情報】（問１～問６） 

あなたご自身（ご記入者様）のことについて 

 

問１ あなたの年齢をお教えください。（1 つ○） 

１．２０歳代以下      ２．３０歳代     ３．４０歳代    

４．５０歳代        ５．６０歳代     ６．７０歳代以上    

 

問２ あなたの（同居）家族構成についてお教えください。（1 つ○） 

（家族としてのペットは対象外といたします。） 

１．単独世帯（単身）   ２．夫婦・パートナー関係   ３．親と子   

４．３世代世帯      ５．その他   

 

問３ あなたの同居者で 65 歳以上のご家族はいらっしゃいますか。 

 いる→（     人）    ・   いない 

 

問４ あなたの同居者で 18 歳未満のご家族はいらっしゃいますか。 

 いる→（     人）    ・   いない 

 

問５ あなたのお住まいの町丁目名をお教えください。 

（ ）に具体的な町丁目名を記入してください。番地の記載は不要です。 

記入例：（阿佐谷南一丁目 ） 

（                                ）  

 

問６ あなたがお住まいの住居について形態と所有関係をお教えください。（１つ○） 

１．戸建て かつ 持ち家          ２．戸建て かつ 借家 

３．集合住宅 かつ 持ち家          ４．集合住宅 かつ 借家 
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マグニチュード 7 クラスの首都直下地震の 30 年以内の発生確率は、70％程度と予測されて

います※１。 

また、杉並区における被害※２が最も大きく見込まれる「多摩東部直下地震（M7.3）」※３で

は、揺れによる建物全壊棟数は 3,223 棟、火災による焼失棟数※４は 10,342 棟と想定されて

います。 

今後、いつ発生してもおかしくない首都直下地震で、お住まいの地域が甚大な被害を受けた

場合を想定して、以下の設問にご回答ください。 

※１：文部科学省 地震調査研究推進本部 地震調査委員会による。 

※２：首都直下地震等による東京の被害想定（令和 4 年 5 月 25 日公表）による。 

※３：多摩地域東部を震源域とするフィリピン海プレート内地震で、多摩地域に大きな影響を及ぼすおそれのある首都直下地

震の一つです。 区内では、震度 6 強の面積率が約 46％、震度 6 弱の面積率が約 54％と想定されています。 

※４：倒壊建物を含まない。 

 

 

 

１．被災後のまちの復興に関する以下の項目について、あなたが大切だと思う項目をお聞きし

ます。以下の１から７のうち、特に大切だと思う項目の上位３つを順番にお教えくださ

い。 

１．住まいの確保・再建・継続 

２．仕事・なりわいの再開・継続 

３．地域コミュニティの再生・継続 

４．災害に強いまちの形成 

５．地域性や歴史、文化の保全・継承 

６．交通インフラ（道路・橋梁など）の整備・再建・継続 

７．みどりの保全と創出 

１位： ２位： ３位： 
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2. 復興への課題意識についてお聞きします。 

大きな地震災害が発生すると、日常生活用品の店舗や教育･福祉関連のサービス･事業が停止

し、再開までに時間を要します（被害の程度によっては再開を断念する店舗･事業所が出て

くる可能性もあります。）。 

このような、日常生活を支える店舗、事業やサービスの停止により、あなたのくらしの回復

にどの程度支障があるか、以下の１から７のうち、支障があると感じる項目の上位３つを順

番にお教えください。 

１．小中学校、高等学校などの教育機関の休校 

２．保育所・こども園などの保育施設の休止 

３．鉄道・バスなどの公共交通機関の停止 

４．集会所・レクリエーション施設などの公共施設の休業 

５．病院・診療所などの医療機関の休診 

６．高齢者・障害者の生活支援などの福祉施設の休業 

７．商店・スーパーなどの商業施設の休業 

１位： ２位： ３位： 

 

3-1．復興の進め方において、あなたが大切だと思うことについてお聞きします。  

以下の１から６のうち、大切だと思う項目の上位３つを順番にお教えください。 

１．一日でも早い復興 

２．復興事業における透明性 

３．多くの区民の賛成と納得感 

４．誰ひとり取り残さないこと 

５．費用対効果の最適化 

６．区民参加の場の確保 

１位： ２位： ３位： 

3-2．上記の１から６以外にも、復興の進め方においてあなたが大切だと思うことがありました

ら、お教えください。（任意回答） 
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4-1．万が一、ご自宅が焼失・倒壊してしまった際、復興後の新たな居住場所の選択について、

現時点のあなたの考えをお教えください（一時的な避難や仮住まいは含みません。）。 

以下の１から４のうち、あてはまるもの１つに○を付けてください。 

※「２」「３」「４」のいずれかを選択された方は設問４-2 にご回答ください。  

１．同じ場所に建て直す  

２．引っ越す（区内を想定）      →設問４-2 にご回答ください。 

３．引っ越す（区外を想定）      →設問４-2 にご回答ください。 

４．わからない              →設問４-2 にご回答ください。 

 

4-2．設問 4-1 にて「２」「３」「４」のいずれかを選択された方にお聞きします。 

    新たな居住場所を選択するうえで、優先することをお教えください。 

以下の１から１０のうちあてはまるもの最大３つに○を付けてください。 

１．建設費や家賃などの費用負担が低廉であること 

２．災害リスクが低い場所であること 

３．現在の居住地に近いこと 

４．子どもの学習環境が十分確保できること 

５．職場への通勤環境が適切であること 

６．食料品や日常生活用品などの買い物に便利な環境であること 

７．公共交通の利便性が高いこと  

８．家族や親類の家などが近いこと 

９．地域コミュニティが機能していること 

１０．その他（                             ）  
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5． 防災・減災の取り組みやまちの復興への関心についてお聞きします。 

以下の１から８のうちあてはまるものすべてに○を付けてください。 

１．防災グッズを備蓄している（例：食料・水・携帯用トイレ・防寒具・防災ラジ

オ など） 

２．震災救援所※・避難経路を家族で確認している 

３．地域の防災活動や訓練に参加したことがある 

４．自宅等の耐震補強を検討・実施したことがある 

５．東日本大震災や能登半島地震など、過去の大災害からの復興の取組について 

関心がある 

６．杉並でのくらしや、まちの復興はどうなるのか、考えたことや家族・知人と話

したことがある  

７．災害ボランティアに参加したことがある（風水害含めて災害の種類や規模は問

いません） 

８．あてはまるものはない 

※震災救援所…震度 5 強以上の地震が発生した際に区立小中学校等に開設され、家が焼けたり、倒

壊したりして、自分の家にいられなくなった住民が避難したり、救護活動を実施す

る拠点です。（区内 65 カ所） 

 

6． あなたが普段参加している地域活動、社会活動はありますか？ 

以下の１から 7 のうちあてはまるものすべてに○を付けてください。 

※過去に５年以内に参加･活動したことがある場合を含みます。 

１．町会、自治会や防災会の活動 

２．ＮＰＯやボランティア団体の活動 

３．文化や趣味、スポーツなどの活動 

４．教育・子どもに関する活動（PTA・習い事等の保護者コミュニティなど） 

５．行政への協力活動（民生委員・児童委員、青少年委員など） 

６．その他（                              ） 

７．参加している地域活動はない 
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7-1．震災の発生前に復興のことを地域にお住まいの皆様で考える集まりがあれば、参加した

いと思いますか？ 

以下の１から 4 のうちあてはまるもの１つに○を付けてください。 

１．参加したい 

２．どちらかというと参加したい 

３．どちらかというと参加したいと思わない 

４．参加したいと思わない 

7-2．設問 7-1 にて「１」または「２」を選択された方にお聞きします。その集まりの中

で、どのようなことを話し合いたいですか。（任意回答） 

 

 

 

8．震災の発生後、区からの情報発信を HPや SNS を活用して行うことも想定されます。あ

なたのデジタル端末（スマートフォン・タブレット端末・パソコン等）の使用状況につい

て、以下の１から 4 のうちあてはまるもの１つに○を付けてください。 

１．日常的に使用している      ２．ときどき使用している 

３．ほとんど使用していない     ４．デジタル端末を所有していない 

 

9．震災の発生後、あなたが一時的な避難や仮住まい等で遠方に避難したと仮定してお聞きし

ます。対面のみならず、オンラインを併用して復興についての説明会や意見交換に参加で

きる仕組みがあれば、活用したいと思いますか。 

以下の１から２のうちあてはまるもの１つに○を付けてください。 

１．活用したい       ２．活用したいと思わない 
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10．杉並区の事前復興まちづくりに対するご意見やご提言がありましたら、下の枠内にご自

由にお書きください。（任意回答） 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

 
 

 

 

【聴っくオフ・ミーティング及び意見交換会の参加者募集について】 

  開催情報などの連絡を希望するものにチェックをご記入ください。また、いずれかにチ

ェックをした方は、記入欄にメールアドレスをご記入ください。 

※記載いただいたご連絡先は聴っくオフ・ミーティング、意見交換会のお知らせのみに使用します。 

※いずれも応募者多数の場合は抽選となります。 

※いずれかの連絡をご希望の方で、メールアドレスをお持ちでない場合は、下記の担当にご相談ください。 

① 聴っくオフ・ミーティング 

令和７年９月 20 日（土） 

連絡を希望する 

② 意見交換会 

令和 7 年 11 月~令和８年夏ごろ・計３回 

連絡を希望する 

メールアドレス（                            ） 

【お問い合わせ先】杉並区 都市整備部管理課 企画調査係  

所在地：〒166-8570 杉並区阿佐谷南 1-15-1 

電話：03-3312-2111 （内線：3512） 

受付時間: 8 時 30 分～17 時（土日祝日除く） 


